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②

④

　出所）平成12年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その２）報告書
　　　　　平成13年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査報告書
　　　　　平成14年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その２）報告書
　　　　　平成15年度中城湾港泡瀬地区環境監視調査（その２）報告書

種類 食性 種類 食性
ｺｸ ﾝ゙ｶﾝﾄ゙ﾘ 主に魚類 ｱｵｱｼｼｷﾞ 小魚、水生昆虫類、甲殻類、貝類、ｵﾀﾏｼ ｬ゙ｸｼなど

ｺ ｲ゙ｻｷﾞ
両生類（ｶｴﾙ、その幼生と卵）、魚類（ﾄ゙ｼ ｮ゙ｳ、ﾌ
ﾅ）、甲殻類（ｱﾒﾘｶｻﾘ゙ｶ゙ﾆ、ﾇﾏｴﾋﾞ）、昆虫類、ｸﾓ
類など

ｸｻｼｷﾞ 水生昆虫類、貝類など

ｻｻｺ ｲ゙
小型魚類、両生類（ｶｴﾙ、ｲﾓﾘ）、甲殻類（ｱﾒﾘｶｻﾘ゙
ｶ゙ﾆ）など

ﾀｶﾌ ｼ゙ｷﾞ 水生昆虫類、貝類、ｵﾀﾏｼ ｬ゙ｸｼなど

ﾀ ｲ゙ｻｷﾞ
魚類が主で、両生類無尾目（ｶｴﾙ、ｵﾀﾏｼ ｬ゙ｸｼ）、甲
殻類(ｻﾘ゙ｶ゙ﾆ、ｴﾋﾞ）、哺乳類の齧歯目（ﾉﾈｽ ﾐ゙）な
ど

ｷｱｼｼｷﾞ 甲殻類、ｺ ｶ゙ｲ類など

ﾁｭｳｻｷﾞ
昆虫類、ｸﾓ類、魚類（ﾄ゙ｼ ｮ゙ｳ、ﾌﾅ）、甲殻類（ｱﾒﾘ
ｶｻﾘ゙ｶ゙ﾆ）、両生類（ｶｴﾙ）など

ｲｿｼｷﾞ 昆虫類、軟体動物、甲殻類、蛛形類など

ｺｻｷﾞ
魚類(ﾌﾅ、ﾊｾ 、゙ﾄ゙ｼ ｮ゙ｳ）の他、両生類（ｶｴﾙ）、甲
殻類（ｱﾒﾘｶｻﾘ゙ｶ゙ﾆ）、昆虫類

ｿﾘﾊｼｼｷﾞ ｺ ｶ゙ｲ類、小型魚類など

ｸﾛｻｷﾞ
主に魚類、甲殻類（ｶﾆ、ｲｿｶ゙ﾆ）、軟体動物の貝類
など

ﾀｼｷﾞ 小動物など

ｱｵｻｷﾞ
魚類の他、両生類（ｶｴﾙ、ｲﾓﾘ）、昆虫類、哺乳類
（ﾄｶ゙ﾘﾈｽ ﾐ゙、ﾋﾒﾈｽ ﾐ゙）

ﾁｭｳｼｬｸｼｷﾞ 昆虫類など

ｸﾛﾂﾗﾍﾗｻｷﾞ 昆虫類、小型魚類などの小動物 ｾｲﾀｶｼｷﾞ 水生昆虫類、小魚などの小動物

ｺｶ゙ﾓ

秋から冬は、特に小さい種子を多く食べる。ﾋﾙﾑｼ
ﾛ、ｲﾈなどの水生植物から、ｷﾝﾎﾟｳｹ 、゙ｶﾊ ﾉ゙ｷ、ﾊﾝﾉｷ
なども食べる。夏には動物質が比較的多くなる。ｶ
ﾀﾂﾑﾘ、昆虫の幼虫など

ｿﾘﾊｼｾｲﾀｶｼｷﾞ水生昆虫類、小魚などの小動物

ﾋﾄ゙ﾘｶ゙ﾓ 藻類など ｺｱｼ ｻ゙ｼ 主に動物質で小型魚類など

ﾊｼﾋ ﾛ゙ｶ゙ﾓ
甲殻類のﾌﾟﾗﾝｸﾄﾝ、軟体動物、双翅目や鞘翅目の昆
虫とその幼虫、種子や植物のクズなど、雑食性

ｷｼ ﾊ゙ ﾄ゙ 主に草や果実類など

ﾐｻｺﾞ 魚類 ﾄ゙ﾊ ﾄ゙ 穀物類など

ﾊ ﾝ゙
植物質が主でﾀﾃ 、゙ｲﾈ科の植物の種子や若芽等を食
べ、動物質では昆虫等を食物としている。

ｶﾜｾﾐ 魚類、ｶｴﾙ類、水生昆虫類など

ｺﾁﾄ゙ﾘ 昆虫類の幼虫、成虫など ﾂﾊ ﾒ゙ 飛行中の昆虫類

ｼﾛﾁﾄ゙ﾘ
昆虫類、ｸﾓ類、ｺ ｶ゙ｲ類、小貝類、甲殻類のﾄﾋ ﾑ゙ｼな
ど

ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊ ﾒ゙ 飛行中の昆虫類

ﾒﾀ ｲ゙ﾁﾄ゙ﾘ 陸棲の昆虫類など ｷｾｷﾚｲ 昆虫類、ｸﾓ類など

ﾑﾅｸ ﾛ゙
主に動物質で昆虫類が多く、干潟では甲殻類やｺ ｶ゙
ｲ類、草の実など

ﾊｸｾｷﾚｲ 昆虫類、ｸﾓ類

ﾀ ｲ゙ｾﾝ
ｺ ｶ゙ｲ類の他に繁殖期には、甲殻類、貝類、昆虫
類、草の実など

ｼﾛｶ゙ｼﾗ 昆虫類、果実類など雑食性

ｷｮｳｼ ｮ゙ｼｷﾞ ｶﾆ類、死んで打ち上げられた魚、貝類など ﾋﾖﾄ゙ﾘ 昆虫類、果実類、花の蜜など
ﾄｳﾈﾝ 小型甲殻類などの動物質のもの ｲｿﾋﾖﾄ゙ﾘ 甲虫類の幼虫、ｺｵﾛｷ、゙ﾊ ｯ゙ﾀ、ｶﾆ類、ﾄｶｹﾞ類など

ﾋﾊ ﾘ゙ｼｷﾞ 甲殻類、貝類、昆虫類、ｸﾓ類など ｳｸ ｲ゙ｽ 主に昆虫類
ﾊﾏｼｷﾞ ｺ ｶ゙ｲ類、小型の甲殻類など ｾｯｶ 主に昆虫類だが、ｶｴﾙ類などの小動物も捕える

ｱｶｱｼｼｷﾞ 昆虫類、軟体動物、甲殻類、環形動物など ﾒｼ ﾛ゙ 昆虫類、ｸﾓ類、果実類、花の蜜など
ｺｱｵｱｼｼｷﾞ 水生昆虫類、甲殻類など ｽｽ ﾒ゙ 野草の種子、昆虫類など

比屋根湿地内で確認された鳥類とその食性

：平成12～15年に４季に渡って行われた、定点観察調査（干潮・満潮を含む）で出現した鳥類の食性を示した。
：赤字の鳥類は、ｻｷﾞ類、ｶﾓ類、ﾁﾄ゙ﾘ類、ｼｷﾞ類のそれぞれの優占種を表す。

注：食性については、「日本産鳥類の繁殖分布」（環境庁、1981年）
　　　　 　　　　　　　　　「山渓ｶﾗー 名鑑　日本の野鳥」（浜口ら、1985年）を参考にした。

比屋根湿地内の特徴（鳥類）

・比屋根湿地内では、平成12～15年に鳥類の定点調査が行われており、出現した鳥類ではﾁﾄ゙ﾘ目が多くを占めていた。

・優占種は、ﾁﾄ゙ﾘ類のﾑﾅｸ ﾛ゙、ｸｲﾅ類のﾊ ﾝ゙、ｼｷﾞ類のｾｲﾀｶｼｷﾞであった。

・比屋根湿地南側に広がるﾋﾙｷﾞ林の干潟部（写真④）では、ｺﾁﾄ゙ﾘ、ｲｿｼｷ、゙ﾑﾅｸ ﾛ゙等の水鳥がｺ ｶ゙ｲ類、貝類等を採餌しているもの
と思われる他、ｺｶ゙ﾓ等の採餌行動を確認している。

・常時冠水している水路部（写真①、③）では、ｻｷﾞ類、ｶﾜｾﾐ等が魚類等を採餌している。ﾏﾝｸ ﾛ゙ー ﾌﾞや、その根元付近（写真②）では、
ｻｷﾞ類、ｼｷﾞ類、ﾁﾄ゙ﾘ類が休息の場として利用している。

・陸鳥ではｼﾛｶ゙ｼﾗ、ﾘｭｳｷｭｳﾂﾊ ﾒ゙、ﾒｼ ﾛ゙、ﾑｸﾄ゙ﾘ、ｽｽ ﾒ゙等がﾏﾝｸ ﾛ゙ー ﾌﾞやﾖｼ原（写真⑤）を利用している。（「沖縄市立郷土博物館年報」）

図2-3-3　比屋根湿地内の鳥類生息状況 - 28 -
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